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昨
今
報
道
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
事

例
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本
型
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
将
来
像
に
つ
い
て
様
々

な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿

は
こ
れ
ら
の
議
論
を
基
に
、
新
た
な
日
本
型

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
移
行
す
る

際
に
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
な
る
の
か
ま

と
め
る
。
な
お
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
い
う
用
語
に
は
論
者

に
よ
っ
て
多
様
な
説
明
が
与

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
「
誰
が
ど
の
よ
う
に
企
業

を
統
治
す
る
べ
き
か
と
い
う

問
題
」
で
あ
る
と
捉
え
て
論

ず
る
こ
と
と
し
た
い
。 
 

東
京
大
学
の
荒
木
尚
志
教

授
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
形
態
は
ア
メ

リ
カ
型
・
ド
イ
ツ
型
・
日
本

型
の
三
類
型
に
分
類
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
型
が
「
物
言
う
株

主
」
に
よ
る
経
営
の
管
理
・

監
督
を
重
視
す
る
一
方
、
ド

イ
ツ
型
は
伝
統
的
に
力
を
持

つ
組
合
を
中
心
と
し
た
従
業

員
と
経
営
の
「
共
同
決
定
」

を
重
視
す
る
。 

 

こ
れ
ら
外
国
の
類
型
に
対

し
て
日
本
企
業
の
統
治
は
、

株
式
持
ち
合
い
・
長
期
雇
用

な
ど
の
企
業
構
造
を
前
提
に

形
成
さ
れ
る
。
株
主
持
ち
合

い
と
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
や

系
列
、
取
引
先
が
お
互
い
の
株
式
を
交
換
す

る
形
で
持
ち
合
う
こ
と
で
あ
る
。
持
ち
合
い

に
よ
っ
て
企
業
は
安
定
株
主
か
ら
多
大
な
資

本
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
本
の
増

強
を
通
じ
て
企
業
は
グ
ル
ー
プ
や
系
列
、
取

引
先
と
の
関
係
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
買
収
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
持
ち
合
い
に
よ
る
安
定
株
主
が
多
数
を

占
め
る
株
主
構
成
は
、
一
般
株
主
の
株
主
総

会
議
決
権
を
希
薄
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
の

希
薄
化
は
、
持
ち
合
い
の
株
主
（
グ
ル
ー
プ

内
企
業
や
系
列
、
取
引
先
や
銀
行
な
ど
）
や

従
業
員
と
い
っ
た
一
般
株
主
で
は
な
い
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
発
言
権
を
相
対
的
に
高
め

る
。
二
〇
〇
三
年
に
財
務
省
財
務
総
合
政
策

研
究
所
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見

る
と
、
「
重
視
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は

誰
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
「
顧
客
」
と
い

う
回
答
の
割
合
が
五
〇
・
〇
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
取
引
先
企
業
」
四
四
・
一
％
、
「
株

主
」
三
一
・
三
％
、
「
従
業
員
」
二
八
・
五

％
、
「
取
引
先
銀
行
」
一
六
・
六
％
、
「
系

列
企
業
集
団
」
八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る（
図

参
照
）。
こ
の
結
果
は
、
確
か
に
企
業
は
一

般
株
主
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
意
向
を
考
慮
に
入
れ
て
経
営
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
日
本
企
業
の
特
徴
は
、
投
資

家
側
も
理
解
し
て
い
る
。
例
え
ば
二
〇
〇
三

年
に
早
稲
田
大
学
の
大
村
敬
一
教
授
ら
が
行

っ
た
機
関
投
資
家
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
従
業
員
」
「
取
引
先
銀
行
」
「
取
引

先
企
業
・
系
列
企
業
集
団
」
に
比
べ
て
、
個

人
投
資
家
や
機
関
投
資
家
の
発
言
権
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
い
と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
企
業
・
投

資
家
双
方
が
「
日
本
企
業
は
多
様
な
受
益
者

の
権
益
拡
大
を
目
指
し
て
行
動
し
て
い
る
」

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

次
表
は
上
述
の
企
業
統
治
の
三
類
型
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

日
本
型
企
業
の
統
治
形
態
は
近
年
大
き
な

変
貌
を
遂
げ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
株
式
の
所

有
構
造
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
早
稲
田
大
学
の
宮
島
英
昭
教
授
ら
の
研

究
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年

代
に
安
定
株
主
の
株
式
保
有
の
割
合
が
六
四
・

九
％
（
一
九
八
九
年
）
か
ら
五
六
・
〇
％
（
一

九
九
九
年
）
に
低
下
し
た
一
方
で
、
外
国
人
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保
有
比
率
が
四
・
六
％
（
一
九
八
九
年
）
か

ら
九
・
四
％
（
一
九
九
九
年
）
に
上
昇
し
た
。

彼
ら
は
こ
の
保
有
比
率
の
変
化
を
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。
安
定
株
主
の
減
少
に
つ

い
て
は
、
持
ち
合
い
株
式
の
利
回
り
低
下
が
、

九
〇
年
代
に
導
入
さ
れ
た
厳
格
な
会
計
制
度

の
下
で
、
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
一
方
外
国

人
保
有
比
率
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年

代
に
低
迷
し
た
日
本
株
が
外
国
人
投
資
家
に

割
安
と
映
り
、
国
際
分
散
投
資
の
観
点
か
ら

魅
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
説
明
し
て
い
る
。 

 

加
え
て
九
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
金
融
・
商

取
引
の
法
改
正
も
日
本
型
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一

連
の
法
改
正
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
多
様

な
資
金
調
達
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
影
響
力

を
低
下
さ
せ
、
ま
た
事
業
拡
大
や
企
業
再
生

の
た
め
の
大
胆
な
企
業
再
構
築
を
迅
速
に
、

低
コ
ス
ト
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

流
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
五
年
三
月
に
改
正
案

が
提
出
さ
れ
た
新
会
社
法
案
に
は
、
企
業
買

収
を
よ
り
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ

れ
た
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
改
正
法
に
は
、
概
し
て
株
主
を
重
視
す
る

ア
メ
リ
カ
型
統
治
形
態
の
考
え
方
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
株
主
重

視
の
姿
勢
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
を
企
業

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 
こ
う
し
た
社
会
経
済
・
法
制
度
の
変
化
は

、

日
本
企
業
に
い
く
つ
か
の
問
題
を
提
示
す
る
。

こ
こ
で
は
①
プ
リ
ン
シ
パ
ル
＝
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
問
題
、
②
株
主
利
益
と
従
業
員
利
益
の
調

和
、
③
企
業
の
過
剰
防
衛
、
の
三
点
を
論
ず

る
こ
と
と
し
た
い
。 

  

①
プ
リ
ン
シ
パ
ル
＝
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
問
題 

 

企
業
の
所
有
者
で
あ
る
株
主
は
自
ら
企
業

を
経
営
せ
ず
、
経
営
を
取
締
役
会
に
委
託
し
、

成
果
に
応
じ
て
取
締
役
に
報
酬
を
支
払
う
。

こ
の
経
営
委
託
の
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、

取
締
役
会
の
振
る
舞
い
す
べ
て
を
株
主
は
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
大
き
な
利
益
と
い
う
成
果
が
取

締
役
会
の
努
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
単
に
経
済
状
況
が
良
か
っ
た
た

め
に
得
ら
れ
た
も
の
な
の
か
判
断
す
る
の
は

容
易
で
は
な
い
し
、
損
失
と
い
う
結
果
に
つ

い
て
も
取
締
役
会
の
怠
慢
に
よ
る
も
の
な
の

か
、
経
済
状
況
が
良
く
な
か
っ
た
た
め
な
の

か
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
に
企
業
の
経
営
成
果
と
取
締
役
会
の
努

力
量
と
を
容
易
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
株
主
は
ど
の
よ
う

な
評
価
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
れ
ば
取
締
役
会

を
株
主
利
益
最
大
化
へ
動
機
付
け
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
プ
リ
ン
シ

パ
ル
＝
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
問
題
を
回
避
す
る
た

め
に
企
業
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
と
る
べ
き

か
、
と
い
う
切
り
口
は
一
つ
の
研
究
課
題
で

あ
る
。 

 

こ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
包
括
的
な
研
究
に

は
前
出
の
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
が

ま
と
め
た
報
告
書
（
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。

報
告
書
は
金
融
事
業
法
人
を
除
く
公
開
企
業

八
七
六
社
か
ら
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を

対
象
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
と
突
き
合
わ
せ
て

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
分
析
は
、
①
企
業
が

株
主
重
視
の
姿
勢
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
き
て

い
る
こ
と
、
②
プ
リ
ン
シ
パ
ル
＝
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
問
題
の
解
決
の
た
め
に
情
報
公
開
が
有

効
で
あ
り
、
情
報
公
開
は
企
業
価
値
を
高
め

る
こ
と
、
③
一
概
に
ア
メ
リ
カ
型
の
統
治
形

態
に
収
斂
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
文
化
、

株
主
構
成
な
ど
に
応
じ
た
望
ま
し
い
統
治
形

態
を
企
業
が
模
索
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
興

味
深
い
結
果
を
得
て
い
る
。 

  

②
株
主
利
益
と
従
業
員
利
益
の
調
和 

 
短
期
的
な
利
益
の
最
大
化
を
望
む
と
さ
れ

る
株
主
を
重
視
す
る
ア
メ
リ
カ
型
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
期
的
な

雇
用
関
係
に
支
え
ら
れ
て
き
た
日
本
の
企
業

内
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
年
功
制
に
よ
る
従
業
員
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
技
術
の
継
承
な
ど
）
が

痛
手
を
蒙
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
が
あ

る
。
日
本
型
企
業
に
お
け
る
雇
用
の
特
徴
で

あ
る
長
期
雇
用
と
年
功
賃
金
は
、
複
雑
な
仕

事
に
熟
練
す
る
た
め
に
長
期
の
雇
用
保
証
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
生
活
費
を
保
障
す
る
た

め
に
給
与
が
年
齢
に
連
動
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
こ
と
、
従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
引
き
出

す
動
機
付
け
と
な
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
正
当

化
さ
れ
う
る
。 

 

一
方
、
株
主
に
よ
る
積
極
的
な
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
一
例
で
あ
る
企
業
買
収
の
論
理
は
、
企

業
か
ら
非
効
率
性
を
排
除
し
て
企
業
価
値
を

高
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
場
合

に
よ
っ
て
は
従
業
員
の
大
量
解
雇
も
辞
さ
な

い
と
い
う
敵
対
的
企
業
買
収
積
極
論
は
、
解

雇
さ
れ
た
従
業
員
も
代
替
の
雇
用
機
会
に
適

切
な
賃
金
で
再
雇
用
さ
れ
る
の
で
社
会
的
厚

生
を
高
め
る
と
論
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理

が
語
ら
れ
る
厳
し
い
環
境
下
で
あ
る
こ
と
を

企
業
は
肌
で
感
じ
て
い
る
。
財
団
法
人
社
会

経
済
生
産
性
本
部
が
二
〇
〇
一
年
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
株
主
重
視
の
経
営

方
針
が
「
労
働
条
件
の
大
幅
低
下
や
解
雇
対

象
に
な
り
得
る
」
と
の
回
答
を
調
査
対
象
企

業
の
経
営
企
画
部
門
の
六
割
、
人
事
労
務
部

門
の
七
割
、
労
組
の
四
割
か
ら
得
て
い
る
。

た
だ
し
敵
対
的
企
業
買
収
積
極
論
が
想
定
す

る
流
動
性
の
高
い
労
働
市
場
は
、
長
期
雇
用

に
よ
る
仕
事
の
熟
練
や
長
期
雇
用
に
内
包
さ

れ
る
暗
黙
の
契
約（
注
）な
ど
、
日
本
型
雇
用

の
利
点
を
消
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。 

 

企
業
統
治
を
株
主
重
視
の
形
態
へ
転
換
し

て
い
く
中
で
、
日
本
の
企
業
風
土
や
労
働
市

場
の
特
徴
と
株
主
重
視
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど

の
よ
う
に
調
和
さ
せ
て
い
く
の
か
、
と
い
う

点
は
京
都
大
学
の
小
佐
野
教
授
が
論
文
（
二

〇
〇
二
）
の
中
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
後

の
日
本
企
業
の
課
題
で
あ
ろ
う
。 

  

③
企
業
の
過
剰
防
衛 

 

従
来
の
法
制
度
の
中
で
強
い
買
収
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
取
締
役
会
は
、

新
法
施
行
後
の
企
業
防
衛
に
苦
慮
し
て
い
る
。

日
本
で
は
と
も
す
る
と
買
収
に
対
す
る
過
剰 
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家
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
」
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

レ
ビ
ュ
ー
』
六
〇
、
二
〇
〇
一
年
。 

　
小
佐
野
広
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
変
革

の
雇
用
関
係
に
与
え
る
影
響
」
『
日
本
労
働
研
究
雑

誌
』
五
〇
七
号
、
二
〇
〇
二
年
。 

　
経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
「
企
業
価
値
研
究

会
　
論
点
公
開
　
〜
公
正
な
企
業
社
会
の
ル
ー
ル
形

成
に
向
け
た
試
案
〜（
要
約
）」
二
〇
〇
五
年
。 

　
小
池
和
男
『
仕
事
の
経
済
学（
第
三
版
）』
東
洋
経

済
新
報
社
、
二
〇
〇
五
年
。 

　
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部
労
使
関
係
特
別

委
員
会
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
労
使
関

係
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
中
間
報
告
、
二
〇

〇
一
年
。 

　
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
『
進
展
す
る
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
日
本
企
業
の
再
生
』

二
〇
〇
三
年
。 

　
宮
島
英
昭
・
原
村
健
二
・
江
南
喜
成
「
戦
後
日
本

の
株
式
所
有
構
造
」PRI D

iscussion Paper Ser-
ies N

o.03A-13
、
二
〇
〇
三
年
。 

　
吉
原
和
志
「
株
主
の
利
益
と
従
業
員
の
利
益
」
『
判

例
タ
イ
ム
ズ
』
八
三
九
、
一
九
九
四
年
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

佐
々
木 

浩
二
（
さ
さ
き
・
こ
う
じ
） 

 

早
稲
田
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
修

了
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）
M

Sc in Finance 

修
了
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
バ

ー
ク
ベ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジPhD

（
経
済
学
）。 

 

東
京
都
立
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
を
経
て
現

職
。 

な
企
業
防
衛
を
受
け
入
れ
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
過
剰
な
企
業
防
衛
は
、
単
に
既
存
の
取

締
役
会
を
温
存
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
、
企
業
価
値
の
増
大
に
つ
な
が
る

と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
こ
の
点
に
留
意

し
て
経
済
産
業
省
は
、
企
業
価
値
研
究
会
が

ま
と
め
た
論
点
を
本
年
四
月
に
公
開
し
た
。

研
究
会
は
①
企
業
価
値
向
上
、
②
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
③
内
外
無
差
別
、
④
選

択
肢
拡
大
、
と
い
う
基
準
に
照
ら
し
て
、
企

業
買
収
の
ル
ー
ル
作
り
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
通

し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
株
式

持
ち
合
い
に
よ
る
一
般
株
主
の
議
決
権
の
希

薄
化
や
毒
薬
条
項
、
取
締
役
選
任
に
関
す
る

定
款
の
改
正
な
ど
の
買
収
防
衛
策
は
、
企
業

価
値
の
向
上
と
い
う
視
点
か
ら
そ
の
是
非
を

論
ず
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

  

（
注
） 

　
暗
黙
の
契
約
理
論
と
は
、
企
業
を
取
り
巻
く
将
来

の
環
境
の
不
確
実
性
を
考
慮
す
る
と
、
法
的
拘
束
力

を
持
た
せ
な
い
こ
と
が
労
使
双
方
に
と
っ
て
有
益
な

場
合
に
、
契
約
の
詳
細
を
明
文
化
し
な
い
こ
と
で
あ

る
。
大
橋
・
荒
井
・
中
馬
・
西
島
『
労
働
経
済
学
』

（
一
九
八
九
）
や
、
小
池
『
仕
事
の
経
済
学
』（
二
〇

〇
五
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
商
法
学
者
で
あ
る
吉
原

和
志
（
一
九
九
四
）
は
、
敵
対
的
企
業
買
収
の
買
収

者
が
暗
黙
の
契
約
を
破
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
躊
躇
し

な
い
こ
と
が
あ
り
え
る
と
し
、
従
業
員
の
勤
労
意
欲

や
企
業
特
殊
的
熟
練
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
損
な
う
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。 
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機
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